
 

学校名  　三原市立船木小学校

改善方策

   １０  月    ２  月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

○「いじめ」の
発生件数をゼ
ロにする。

　
・「いじめ」の発生件数０ 100% 100% 100.0% A

○「挨拶」「返
事」「靴そろえ」
の定着を図る。

　・「挨拶」，「返事」ができ
る児童の割合
・「靴揃え」ができる児童
の割合

90％
95％

96％
97％

106.7%
102.1%

A
A

80% 78% 97.5% B

85% 69% 81.2% B

100％
100％

100％
91.4％

100%
91.4％

A
B

70%
100％

98.2％
100%

140.2%
100%

A
A

本年度の重点目標については◎印で示す。

・保護者の信頼を
得ることも大切であ
るが，保護者自身
の身勝手な考え方
にも問題がある。
・学校教育目標等
について保護者に
分かりやすく知らせ
てほしい。

・児童の成長やがんばりを伝える
とともに，課題について保護者の
協力を得られるように啓発的な内
容を入れた学級通信発行に取り組
んでいる。全学級少なくとも月１回
の学級だよりを発行する。さらに積
極的な評言を行い，子どもたちの
成長を伝えることで理解度・信頼
度を向上させていく。
・服務研修の充実に向けて，今後
も内容を工夫する。

・ホームページの更新は計画通り進んで
いる。学校だより，学級通信の発行につい
ては月1回以上行うことは学校だより
100％，学級通信91.4％の達成率である。
・情報発信に関する保護者の肯定的評価
は，98.2％である。
・服務研修については，月１回以上実施で
きている。研修の充実に向け，ロールプレ
イを取り入れたり，職員個々の実績を生か
した企画・運営をしたりするなどの工夫を
している。

○ ホームページの更新や学校だよ
り・学級通信の発行を月1回以上行
い，情報発信に努める。
○ 服務研修を月１回以上実施する。

・運動会の子どもの
走る様子を見て，
昨年と比べてよく
なっていた。
・柔軟性がより強化
されればよい。

・今回の結果を参考にし，記録をさらに
向上させるために，体育科の学習の前
に適切な準備運動を行い，学習内容に
応じたゲームや運動を行う。
・なわとびのめあてカードを全校で作成
し，児童に具体的数値目標を持たせ
る。
・児童実態に合わせ，船木小サーキット
の方法を生徒指導部で検討し，改善を
していく。

・学校へ来た時，いつ
も子どもたちが親しみ
をもって迎えてくれる
のでうれしい。また，
感謝の会に出席する
と，肩をたたいてくれ
たり話しかけてくれた
りと温かい対応がで
きている。
・家庭でも豊かな人格
形成に努力をして欲
しい。

コメント改善方策

・職員研修で，実際に基礎基本の
問題を解き，児童のつまずきを分
析している。各学年で系統的につ
まずきに対する指導を行っていくよ
うにする。
・学びタイム・個別指導の時間を活
用し，復習の間が空かないように
する。
・算数の考える力については，図
を使った説明や動作化などを取り
入れ，指導していくようにする。
・１，２年生は辞書引き学習に入
り，目標の語句を調べられるように
していく。３年生以上は短時間で辞
書が引けるよう意識させて年間目
標数を達成できるよう取組む。
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（　中間 ・ 最終　）

よく学び　心豊かで　元気な子

ｇ
目標値

ｉ
達成度

国99％
算92％
理102％

国110％
算97％

124%

Ｂ

Ｂ

Ａ

 
○ 算数科を中心に言語活動を取り
入れた  単元構成の工夫と授業改善
を行う。
○ 繰り返し練習による学力の定着を
図る。
○ 帯タイムなどによる個別指導の徹
底を図る。
○ 辞書活用による語彙力を向上さ
せる。

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

評価計画

・児童アンケートの結果及び担任教諭からの聞
き取り調査により，いじめの発生件数はなかっ
た。
・児童アンケートには悪口や無視などの友達同
士のトラブルが挙げられていた。そのようなトラ
ブルがあると答えた児童に対して個々に担任か
ら聞き取り調査を行った。
・「船木小あいさつレベル」を設定し，児童会目
標にも挨拶の向上を挙げて取り組んでいる。そ
の結果，よりよい挨拶の仕方が定着している。
・日ごろの学習や生活において，返事の重要性
や靴揃えの大切さを指導している。その結果，Ｔ
ＰＯを考えた挨拶ができるようになり，靴揃えも
定着してきた。

・以前に比べて，子
ども達の学力はつ
いている。数値でそ
れがよく分かる。
・子どもたちの学力
向上は大変大切だ
が，より文字にふ
れさせることも必要
ではないか。

【ミッション】（自校の使命） 　　自分を愛し，夢を語る児童の育成
　

【ビジョン】（自校の将来像）　　○確かな学力をつける学校○質の高い教職員を育てる学校○保護者・地域とともに歩み，信頼される学校

自己評価

ｊ
評価

・児童間のトラブルの解決に向けて，教
職員は常に児童の実態を把握し，タイ
ムリーな指導を行い，問題解決にのぞ
むことを生徒指導部から働きかける。ま
た，問題発生時は迅速な指導を行い，
必要に応じて担任，管理職，生徒指導
部を交え，組織的な対応や指導を行う。
・あいさつレベルの向上を年間通して取
り組む。また，児童への評価を日常的
に行う。
・家庭での靴揃えができていない児童
がいるので，引き続き指導を重ね，保護
者への啓発を行う。

・国語は７１．０％（県７１．８％）で，読むこ
との領域に課題がある。算数は７１．７％
（県７８．０％）で分数・複合図形の面積・
円の中心と半径に課題がある。理科は７
５．６％（県７３．９％）で，方位磁針の使い
方・金属の温度変化と生活との関連に課
題がある。
・期末テスト国語平均７７点，算数平均６８
点という達成値で，算数の考える力に課
題がある。
・標準学力調査は，１月に実施される。
・３～６年生は，３１人中２７人が目標を達
成している。1年生は辞書引きの基礎とな
る50音の練習や音読，視写などに取組ん
だ。２年生は，一人調べができるようにす
るために，50音順の並び替えや辞書に出
てくる順に並び替える学習を行った。
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l  学校関係者評価

ｄ　短期経営目標 ｅ　目標達成のための方策
ｋ

結果と課題の分析

校番（　　17　　　）

評 価

平成26年度　　学校評価表

ｆ　評価項目・指標

ａ　学校教育目標

c　中期経営目標

・[基礎・基本]定着状況調査
において本校の通過率が県
の通過率を上回る。

　
・期末テスト(国語・算数)にお
いて75点以上をとらせる。
 
・標準学力調査で全国平均
を上回る児童の割合を70％
以上にする。
・国語辞書による語句調べに
おいて，1年50，2年150，3年
250，4年400，5年500，6年
600以上調べる。

豊
か
な
心
の
育
成

◎基礎・基本
の定着を図る。

100％

　
70％

70％

確
か
な
学
力
の
育
成

健やかな体つ
くりを推進す
る。

・柔軟性・瞬発力・走力に
おいて昨年度より向上し
た児童の割合
・体育科の授業でサー
キットトレーニングを行っ
た割合

健
や
か
な
体
の
育
成

確かな学力の
向上を図る。

自然・人など
の関わりを通
して豊かな人
間性を培う。

○「学校いじめ防止基本方針」「いじ
め防止委員会」による組織的な取組
を行う。

○ 価値や意義について学級指導を
する。
○ 挨拶・掃除・靴そろえのモデル化
を図り徹底する。
○ 定期的な点検と評価を行い習慣
化させる。

国99％
算92％
理102％

国77％
算68％

87%

信
頼
さ
れ
る
学
校

保護者の願
いに応え,信

頼される学校
づくりを推進

する。
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・ホームページの更新を
月１回以上行う。
・学校，学級だよりを月１
回以上行う。
・情報発信に関する保護
者の肯定的評価。
・服務研修を月１回以上
実施する。

・新体力テストの結果を参考にし，各学年の実態
に合わせ，柔軟性・瞬発力・走力を向上させるた
めの活動を体育科の時間にとりいれた。
・記録が向上した児童が増えたが，依然として記
録が向上していない児童も存在する。
・児童の体力向上についての具体的目標値を設
定することができた学年があったが，全校で目
標値を設定するには至っていない。
・各学年の児童実態に応じて体育科の時間に
サーキットトレーニングを行った。しかし，水泳・
運動会や講師を招いた学習が多く，その時は
サーキットトレーニングを実施できなかった。

○ 情報を公開
し,学校に対す
る理解度・信頼
度を高める。

　
○ 柔軟性・瞬発力・走力を向上させ
るためのサーキットトレーニングを行
う。
○本校の課題である柔軟性・瞬発
力・走力を向上させるための体育授
業前の準備運動を取り入れる。

○ 体力・運動
能力の向上を
図る。

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。

ハ：分からない。
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